
オンライン・シンポジウム
先端技術兵器の規制を考える

科学技術の発展は、⼈々の⽣活を変え、社会を変えてきました。それは軍事の分野にも当てはまります。新たな技術は、
兵器の能⼒の⾶躍的な向上を可能にし、国家の安全保障にも多⼤な影響を与えてきました。⼀⽅で、軍⺠両⽤（デュア
ル・ユース）技術の重要性も指摘されており、軍事技術への規制は⺠⽣技術の活⽤にも影響を与えることが懸念されてい
ます。先端技術のもたらしうる影響を完全に予測することが困難な状況で、わたしたちはどのように規制を展望すること
ができるのでしょうか。この問題を考えるために、⼾⽥記念国際平和研究所は、先端技術と安全保障の関係に多⾓的に光
を当てるシンポジウムを開催します。第1回⽬となる今回は、国際的に関⼼を集める⾃律型致死兵器システム（LAWS）
の問題を取り上げます。YouTubeよりライブ配信いたします。
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⾃律型致死兵器システムに関する政府専⾨家グループ会合(2018年3⽉、ジュネーブ国連欧州本部）
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YouTubeよりライブ配信いたします。
下記QRコード、もしくはURLよりアクセスください。

URL: bit.ly/35Q25HT

参加無料

https://bit.ly/35Q25HT

